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令和７年度第４四半期 苦情審査事案の概要 

令和８年１月１日～３月３１日 
 
 

 

◆審査をすることができない事案 

・措置請求の調査手続の瑕疵について〈総合政策部〉 

【申立事項】 
申立人は、行政書士 A が行った不適正な業務執行に関し、行政書士法（以下、「法」という。）に基づき行政書士

の指導等を行うこととされている団体（○○会）に対して苦情を申し入れたが、事実上無視された。 

令和７年○月、申立人は法第１４条の３（懲戒の手続き）に基づき、こうした○○会の不作為は「会務を総理する会

長 B の重大な非行にあたる」と考え、知事に会長 B の処分を求める措置請求を行ったが、同年○月に不処分の決

定がなされた。 

不処分自体の適否や措置請求の調査手続上の瑕疵など、他府県においても同一の手続き・理論に拠って判断さ

れるとは考え難いことから、苦情審査委員に審査を申し立てるもの。 

 

【審査の結果等】－審査をすることができない－ 
北海道苦情審査委員に関する条例第１２条第１項第１号及び同8号に該当 

〈理由〉 

  ・ 不処分自体の適否を審査の対象とする苦情申立ては、「判決、裁決等により確定した権利関係に関するとき」

（北海道苦情審査委員に関する条例第１２条第１項第１号）に該当し、審査をすることはできない。 

  ・ 措置請求の調査手続に瑕疵がある点を審査の対象とする苦情申立ては、措置請求の調査手続という制度一

般に関して苦情審査を求める内容となることから、「苦情申立人の自己の利害にかかわらないとき」（同条例第１

２条第１項第８号）の申立てに該当し、審査をすることはできない。 

 

以上より、本苦情申立ては、審査をすることができないものと判断する。 

 

 

・適正を欠いた業務執行について〈保健福祉部〉 

【申立事項】 
申立人が勤務する○○児童相談所において、職員による同僚や児童に対する暴言等の事実の隠蔽、管理職に

よる申立人の人格を否定する言動や不当なシフト削減など、組織的な女性差別やパワハラが常態化しており、事実

関係の調査と是正措置を求めるもの。 

 

【審査の結果等】－審査をすることができない－ 
北海道苦情審査委員に関する条例第１２条第１項第6号に該当 

〈理由〉 

職員の勤務条件、賃金その他の給与、労働に関する安全・衛生（ハラスメント）に関する事項については、「職

員の自己の勤務条件に関するとき」（北海道苦情審査委員に関する条例第１２条第１項第６号）の申立てに該当す

ることから、審査をすることができないものと判断する。 
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・○○振興局担当者の不誠実な対応について〈農政部〉 

【申立事項】 
申し立て及び○○振興局からの聞き取りによれば、道営事業の工事中に申立人の壺が破損したことから、同振

興局に連絡をしたが対応してくれないため審議を求めるもの。 

 

【審査の結果等】－審査をすることができない－ 
北海道苦情審査委員に関する条例第１２条第１項第１１号に該当 

〈理由〉 

具体的な苦情の内容及び理由がわからなかったことから、申立人に対し、事実関係について照会したが、○

○振興局の担当者を通じて、「（申立人は、）補償に関して取り扱ってもらえないのであれば、今後は申し入れは

しない」旨の連絡があった他は照会に対する回答がなく、「審査することが適当でないとき」（北海道苦情審査委

員に関する条例第１２条第１項第１１号）に該当すると判断し、審査を行わないこととする。 

 

 

 

◆審査中の事案 

・旅券申請時の不適切な対応等について〈総合政策部〉 


